
丘鴛

。本
梨

。
北
浦
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
加
東
郡
社
町
木
梨

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
ニ
ハ
月
ｉ

一
九
九
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
加
東
郡
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
森
下
大
輔

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
後
期
ｉ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

木
梨

・
北
浦
遺
跡
は
、
滝
野
社
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
中
国
自
動
車
道
沿

い
に
東

一
臨
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
加
古
川
の
支
流
で
あ
る
三
草
川
及
び
千
鳥

川
の
開
析
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
、

標
高
六

一
ｍ
の
低
位
段
丘
面
か

ら
標
高
五
九

ｍ
の
上
中
面
と
呼

ば
れ
て
い
る
沖
積
平
野
に
立
地

し
て
い
る
。
遺
跡
は
東
西
五
〇

〇

ｍ
、
南
北
四
Ｏ
Ｏ

ｍ
あ
ま
り

に
広
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
は
県
営
画
場
整
備
事
業

に
起
困
す
る
も
の
で
、
遺
跡
の

保
護
が
不
可
能
で
あ

っ
た
排
水
路
及
び
圃
場
面
八
〇
〇
〇
ぜ
が
対
象
で
あ

っ
た
。

調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
四
三
棟

・
溝
七
条

・
方
形
状
土

坑
六
基
、
奈
良
ｉ
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物

一
三
棟
や
土
師
器
製
作
用
の
粘
土

採
掘
跡
の
上
坑
群
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
掘
立
柱
建
物
八
棟
な
ど
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
条
里
地
割
に
沿

っ
た
溝
な
ど
も
み
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
の
総
量
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
八
〇
箱
あ
ま
り
で
、
須
恵
器

・
土

師
器
が
大
半
で
あ
る
が
、
ヒ
ノ
キ
製
の
曲
物

・
折
敷

・
盤

・
下
駄

・
櫂
状
木
製

品

。
棒
状
木
製
品
を
は
じ
め
、
松
明
に
使
用
さ
れ
た
木
片
や
手
斧
に
よ
る
木
暦

が
大
量
に
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
粘
土
採
掘
跡
の
上
坑
か
ら
出
上
し
た
土
師

器
の
甕
に
は
す
べ
て
青
海
波
文
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
特
色
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、

木
簡
出
土
層
の
上
部
か
ら
は
東
播
北
部
古
窯
跡
群
の
う
ち
吉
馬
二
〇
号
窯
跡

・

鍋
子

一
号
窯
跡
な
ど
と
同
時
期
の
山
茶
椀
が
出
土
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら

の
製
作
年
代
は

一
一
世
紀
初
頭
頃
と
考
え
ら
れ
、
東
播
北
部
古
窯
跡
群
の
上
器

編
年
に
も
寄
与
し
た
と
い
え
る
。
な
お
木
簡
は
、
幅
三
ｍ
、
深
さ
○

。
二
ｍ
の

北
か
ら
南
に
延
び
る
緩
や
か
な
旧
河
道
状
遺
構
か
ら
、
墨
書
面
を
下
に
し
て
は

ぼ
水
平
の
状
態
で
出
土
し
た
。

遺
跡
の
性
格
を
示
す
遺
物
に
は
、
風
字
硯

・
稜
椀

・
緑
釉
陶
器

・
黒
色
土
器

。
製
塩
土
器
や
、

「井
」
と
記
す
墨
書
土
器
な
ど
の
土
器
類
の
ほ
か
、
木
街

・

馬
形
、
机
の
脚
と
思
わ
れ
る
獣
足
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
、
官
行
的
な
様
相

を
示
し
て
い
る
。
当
該
地
は
古
代
の
播
磨
国
賀
茂
郡
穂
積
郷
に
あ
た
り
、
郷
の

役
所
に
関
わ
る
遺
跡
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

(北 条)



８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

【記
ヵ
〕

「
　
以
天
禄
三
年
八
月
十
日
奉
読
経
之
巻
□

合
六
百
三
十

一
巻
之
中

〔百
ヵ
〕

仁
王
般
若
経
五
□
十
巻

印
仏

木
簡
は
、
ヒ
ノ
キ
の
板
目
材
で
、
上
端
部
中
央
の
一
ヵ
所
に
、
柱
な
ど
に
打

ち
付
け
る
た
め
の
釘
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
上
段
は
天
禄
三
年

（九
七
一０
八
月
十
日
に
仁
王
般
若
経
五

一
〇
巻

・
金
剛
般
若
経
六
八
巻

・
般
若
心
経
五
巻
な
ど
を
読
誦
し
た
記
録
で
、
下
段
に

は
願
文
を
記
す
。
こ
の
木
簡
は
、
寺
院

・
僧
侶
が
依
頼
を
受
け
て
読
誦
し
た
経

典
名

・
巻
数
を
報
告
す
る

「巻
数
」
に
あ
た
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
現
存
最
古
の

遺
品
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
願
文
が
判
読
で
き
な
い
の
で
、
読
経
の
目
的
や
願

主
な
ど
は
男
ら
か
で
な
い
が
、　
中
世
以
来
、　
絵
巻
物
に
あ
ら
わ
れ
る

「巻
数

板
」
（中
野
豊
任

『祝
儀
皇
白書
・
呪
符
し
と
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
読
誦
経
典
名
と
な
ら
ん
で

「印
仏
」
の
語
が
み
え
る
こ
と
は
、
読
誦

と
時
を
同
じ
く
し
て
、
功
徳
を
得
る
た
め
の
印
仏
の
作
成
も
し
く
は
密
教
修
法

金
剛
般
若
経
六
十
八
巻

般
若
心
経
五
巻

□

大
品
四
天
王
□
□
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
万
事
所
念
於

一
身

□
□
三
口
日
日
口
救
諸
身
　
　
　
国
内
南
□
□
回
男
女
身
不
□
□
□
□
□
□

右
□
上
華
回
□
□
為
奉
荘
厳
上
界
天
衆
下
界

〔神
ヵ
〕

神
□
年
中
□
□
天
満
天
神
各
々
合
族
□
所
郡
内
大
下

□
中

の

「印
仏
作
法
」
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
印
仏
に
つ
い
て
時
期

的
に
も
地
域
的
に
も
興
味
深
い
史
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
（菊
竹
淳
一
『仏
教
版
画
』

日
本
の
美
術
二
一
八
）。

一
行
日
の

「巻
」
の
下
の
字
は
、
墨
痕
か
ら
は

「記
」
と
読
む
こ
と
が
で
き

そ
う
で
あ
る
が
、
木
簡
の
内
容
か
ら

「数
」
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
。
大
品
四

天
王

（経
）
の
巻
致
は

「十
」
ま
た
は

「汁
」
、
願
文
部
分
二
行
め
の

「神
」

の
下
の
字
は

「弟
」
ま
た
は

「第
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
六
二

一
巻
の
経
文
を

一
日
で
読
み
あ
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う

か
ら
、
転
読
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
墨
書
資
料
と
し
て
も
最
古

の
も
の
で
あ
る
。

（森
下
大
輔
）

1993年出上の木簡

□神
□

⇔
い
∞
×

μ
ω
Ｏ
×

Φ

　

Φ
Ｐ
μ



【
え
旅
皇
訴
入
口
窃
薇
帯
滋
五
本
ム

森
撫
あ
◆́
十
一永
ロ　
ナ

ゐ
基
弟
私
エ
タ
入

斜

√

入
ｆ
一　
み
ゝ
　
　
　
イ
オ
　
あ
ふ
Ｊ

静

ｒ
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